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令和７年度 公務員デジタル人材育成モデル構築事業 

公務員試験直前対策科目 カリキュラムガイド 

 

本ガイドは、令和７年度 文部科学省 地方やデジタル分野における専修学校理系転換等推

進事業 公務員デジタル人材育成モデル構築事業（委託先：学校法人浦山学園 富山情

報ビジネス専門学校）において委員会で討議、検討された内容を基に開発された。 

本事業は、地域デジタル社会に適応した人材を育むことができる学科へ高度化を図ることを前提

とした人材育成モデルの構築を目指すものであり、公務員試験直前対策科目（以下、「本科

目」という）においても生成 AI等のデジタルツールの利活用をふまえて設計している。 

本ガイドは、本科目の指導におけるガイドラインとして作成しているが、運用にあたっては教育機関

の授業時間設定や授業コマ割り等も考慮して使用することを前提とする。 

 

本ガイドの構成は以下の通りである。 

１． 科目の位置づけ 

２． 科目のコンセプト 

３． 本科目が育成する能力と意図 

４． カリキュラム全体像 

シラバスと評価規準、成果測定 

付属資料 

５． 生成 AI を組み込む教育的意図と運用ルール 
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１．科目の位置づけ 

本科目は、公務員を目指す専門学校に在籍する卒業年次生を対象とした、試験対策の最終

段階を担う科目として位置づけられる。 

本科目は、教養試験、作文試験、面接試験といった、公務員試験において合否を直接左右す

る主要分野について、試験直前期に必要となる「解答の正確性」「適切な受け応え」「評価され

る文章表現力」を育成することを目的とする。 

単なる総復習や問題演習の積み重ねではなく、限られた残り時間の中で、合格に必要な力を発

揮できるように学生を引き上げる科目である。 

そのため科目編成上、本科目は傾向分析科目の後段に配置されている。これは傾向分析科目

が、試験制度や出題傾向の理解、読解力や作文力の基礎形成、生成 AIやデジタルツールの

考え方と基本的な使い方を通じて、「効率的な情報整理」と「試験対策の土台」を作る科目であ

るのに対し、本科目は、その土台の上に立ち、実際に点を取り、評価を獲得する力へと転換する

役割を担う。 

公務員試験対策においては、「理解していること」と「試験で発揮すること」の間には大きな隔たり

がある。多くの学生は、授業中には理解できていても試験という環境下で時間制限の中で問題

文を解き、作文を作成し、面接での質疑応答を行う場合、質問意図の取り違えや情報の整理

不足といった要因により、本来の力を十分に発揮できないまま失点してしまうことがある。 

本科目は、この「理解しているができない」という状態を解消し、「どの分野でも、しっかりとアウトプッ

トできる」力を育むことを目指す。 

また、本科目では、従来の公務員指導において教員の負担となってきた、作文初歩からの個別

添削指導や模擬面接指導、授業外での教養試験フォローから、学生が生成 AI等のデジタルツ

ールを使い基本的箇所を自走的にチェックし、修正したうえで教員に内容面を指導してもらうよう

に設計している。 

このように、本科目では、学生が傾向分析科目で身につけた生成 AI等のデジタルツールの基礎

的な使い方を前提に、教員は「内容の質」「考え方の指導」に専念できる授業構造を実現する。 

最後に、公務員分野においてもデジタルツールの利活用は必要不可欠であり、近年加速度的に

発展している生成 AI については、本科目でも実践的な使用を前提にカリキュラムを構築してい

る。そのため、公務員を目指す文系学生に特有なデジタルアレルギーは、本科目の履修を通して

解消し、デジタルツールを業務で使う場合、どのような位置づけで、どのように使用するかを理解し

た学生を育成することができるため、本科目をデジタル公務員としてのスタート科目としても位置づ

けられる。 

なお、評価規準およびコマシラバスについては、基準として定めるものである。ただし、学校の指導

方針および授業の進捗状況等をふまえ、必要に応じて変更することも可能とする。 
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２．科目コンセプト 

（１）本科目：全体コンセプト 

本科目の全体コンセプトは、「傾向分析科目で形成された基礎的な理解、判断、読み解きの力

を、試験で確実に発揮する」ことにある。 

従来型の直前対策では、問題数をこなす、作文や面接練習の量を増やす、といった量を中心に

した学習になりがちであった。 

しかし、この方法では量に対応する教員の負担が増大し、学生も時間をかけて量をこなし、解法

テクニックを反射応答的に習得していくことになってしまい、これからの社会に求められるデジタルツ

ールの利活用を学ぶ時間が確保できないという課題があった。 

本科目では、こうした課題をふまえ、アウトプット中心、改善プロセス重視、デジタルツールの補助

利用という観点で、教員が関わる指導内容の質的変化と学生が試験で確実なアウトプットを実

現すること、そして何より学習の中で生成 AI等のデジタルツールを活用することでデジタル社会に

対応した公務員の素地を築くことをコンセプトとする。 

 

（２）本科目を実現する「科目内・各単元コンセプト」 

①AI リテラシー・AI活用 

教員の代わりに答えを出させるためではなく、学生が自走的に学習し、面接等の練習をするため

の道具として活用する。なお、本科目における生成 AI の活用は、判断や内容作成を生成 AI

に委ねるものではなく、学生が考え、改善するための補助ツールとして位置づけ、時間効率、学習

効率を上げるツールとして活用する。 

また、学生は生成 AI等の使用に際して、AI リテラシーを高めるとともに、生成 AI等が持つ社会

的課題（著作権等知的財産権の取り扱い、事実の担保）にも触れることができる。 

 

② 一般教養試験対策 

傾向分析で身につけた読解力を前提に、「分かる」から「時間内に解ける」へ転換し、類題演習と

弱点補強で得点力を高める。 

 

③ 作文試験対策 

学生自身が、生成 AI を補助的に活用して改善箇所の抽出、修正や文体の見直し、文章構

造、論理展開の再構成を行う。そのうえで、教員は採点者視点に立ち、「内容表現」と「評価さ

れる構成」に集中して指導できる。 

 

④ 面接試験対策 

声量や発話リズムをセルフチェックし、暗記ではなく質問意図の理解と自らの回答内容を整理し、

矛盾なく伝えられる状態を作る。 
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３．本科目が育成する能力と意図 

本科目は、傾向分析科目と本科目を独立した別科目として扱うのではなく、能力育成の段階に

応じて連続的に接続する構成として設計している。 

本科目では、傾向分析科目で育成した力をアウトプットし、さまざまな問いに対して確実に解答

するための能力を段階的に積み上げていく。 

さらに、本科目で育成する能力は、公務員試験対策だけではなくデジタルツールを補助的に活用

することで、デジタルの利便性と活用時の留意点、社会的な課題を理解することができるため、デ

ジタル時代に求められる公務員の基礎力育成へとつなげていくことができる。 

このことから、両科目を通じた一連の学習は、「合格するための学習」と「公務員として活躍するた

めの基礎力育成」を同時に実現する構成となっている。 

本科目では以下の能力を重点的に育成することを目指す。 

・試験対応力（問いを把握し解答を導く力、習得内容を試験で再現する力） 

・論理的で分かりやすい文章・発話を構成する力 

・学習の自走性（主体的な改善力） 

・デジタル活用力（効率的な学習を行うためのツールの活用能力） 

 

４．カリキュラム全体像 

（１）設計時間：90分/コマ×15 コマ 

本カリキュラムは、45分または 50分単位の授業から、２授業連続による 90分授業、あるいは

100分授業への移行を想定し、45分を１単位とする２コマ構成を基本としている。そのため、

90分授業の場合は２コマを連続して実施することで完結し、100分授業の場合には、導入時

の意識付けや振り返り、課題作成等の時間での調整ができるように授業実施の柔軟性を考慮し

て設計している。 

 

（２）カリキュラムの流れ 

本カリキュラムは、15 コマを通じ、以下のような科目で構成されている。 

【自治体等直前対策】 自己分析/自己 PR作成/志望動機作成/生成 AI活用 

【作文試験対策】 作文作成/生成 AI によるチェック 

【一般教養試験対策】 アウトプット力育成/生成 AI による問題生成 

【面接試験対策】 面接問答の作成/セルフチェック/回答矛盾の確認、内容整理 
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（３）カリキュラム全体 

  項 目 細 目 授業

時間 

資

料

等 

評価対象 

１ 自治体等直前

対策 

直前対策 45分 有 - 

自己 PR・志望動機 

自己 PR・志望動機の生成 AI活用 

自治体等直前

対策 

学校既存授業（例：自己 PR・志望

動機の作成） 

45分 - 

２ 自治体等直前

対策 

学校既存授業（例：自治体へのエント

リー） 

45分 - 生成 AI 

レポート課題 

自治体における 

生成 AI活用 

自治体の取り組み 45分 有 

自治体における生成 AI活用事例① 

自治体における生成 AI活用事例② 

自治体の課題 

公務員 DX人材に求められるスキル 

直前対策科目ま

とめ 

「生成 AI レポート課題」の作成 - 

３ 作文試験対策 「作文試験」の実施（例：国家一般職

過去問題） 

90分 - 添削済み作文 

生成 AI を活用した作文添削 有 

４ 作文試験対策 「作文試験」の実施（例：市役所等過

去問題） 

90分 - 添削済み作文 

生成 AI を活用した作文添削 有 

５ 作文試験対策 「作文試験」の実施（例：公安職過去

問題） 

90分 - 添削済み作文 

生成 AI を活用した作文添削 有 

６ 一般教養試験

対策 

「教養試験」の実施（例：国家一般職

過去問題） 

90分 - 教養試験結果 

AI を活用した解説 - 

AI を活用した類似問題の作問および演

習 

- 

７ 一般教養試験

対策 

「教養試験」の実施（例：市役所等過

去問題） 

90分 - 教養試験結果 

AI を活用した解説 - 
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AI を活用した類似問題の作問および演

習 

- 

８ 一般教養試験

対策 

「教養試験」の実施（例：公安職過去

問題） 

90分 - 教養試験結果 

AI を活用した解説 - 

AI を活用した類似問題の作問および演

習 

- 

９ 一般教養試験

対策 

デジタル教材を活用した問題演習および

解説 

90分 - - 

AI を活用した類似問題の作問および問

題演習 

- 

10 一般教養試験

対策 

デジタル教材を活用した問題演習および

解説 

90分 - - 

AI を活用した類似問題の作問および問

題演習 

- 

11 一般教養試験

対策 

デジタル教材を活用した問題演習および

解説 

90分 - - 

AI を活用した類似問題の作問および問

題演習 

- 

12 一般教養試験

対策 

デジタル教材を活用した問題演習および

解説 

90分 - - 

AI を活用した類似問題の作問および問

題演習 

- 

13 面接試験対策 学校既存授業（例：面接の基本スキ

ル） 

45分 - - 

伝わる話し方と一分間トレーニング 45分 有 

14 面接試験対策 学校既存授業（例：長所・短所等の

作成） 

45分 - - 

生成 AI を活用した面接練習 45分 有 

15 面接試験対策 生成 AI を活用した面接練習 45分 有 生成 AI 

面接履歴 学校既存授業（例：生徒同士の面接

練習） 

45分 - 
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（４）授業評価方法ツール 

授業評価として、以下に例示するテスト・レポート等を実施することを想定している。 

・生成 AI レポート課題 

 生成 AI に関するレポート課題により評価を行う。 

・作文添削 

 生成 AI を活用した作文添削結果の提出により評価を行う。 

・一般教養試験対策 

 一般教養試験の過去問題を解いた結果または、デジタル学習ツールでの学習実績を確認し、 

評価を行う。 

・生成 AI面接履歴 

 生成 AI を使用したセルフ面接練習の履歴を印刷し提出することをもって評価を行う。 

 

（５）学習成果物 

①自己 PR、志望動機 

②作文添削結果 

③デジタル学習ツール利用履歴 

④面接練習結果 

 

（６）評価規準 

①評価の基本方針 

本科目では、教養、作文、面接の各試験において、試験時間の中で一定レベルの解答や対応

ができているか、評価される形でアウトプットしているかを評価対象とする。 

また、学生が自ら課題を把握し、改善に取り組む学習の自走性や、生成 AI等のデジタルツール

を学習支援として適切に活用できているかについても評価に含める。これらの評価を通じて、合格

力の発揮だけでなく、デジタル時代に対応した公務員としての基礎実践力の育成を図る。 

 

②評価規準 

観点 育成したい資質 能力 説明 

①試験対応力 試験での実力発

揮度 

制限時間や緊

張下でも、学習

結果を再現でき

る力 

教養試験・作文・面接において、実

際の試験と同様の環境でも学習結

果を再現できているかを評価する。 

②解答・表現の

完成度 

評価されるアウト

プットを目指す姿

勢 

正確で分かりや

すい解答・表現

力 

問われている内容を正確に捉え、評

価者に伝わる形で答案や発話を構

成できているかを評価する。 
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③学習の自走

性 

主体的に改善し

ようとする姿勢 

課題を把握し改

善する力 

教員の指示を待つのではなく、自身

の弱点や課題を認識し、改善に取り

組めているかを評価する。 

④デジタル活用

力 

学習を効率化し

ようとする姿勢 

デジタルツールを

適切に活用する

力 

生成 AIやデジタルツールを補助的

なツールとして学習場面で適切に使

えているかを評価する。 

⑤公務員基礎

実践力 

公務員としての

意識 

情報整理・伝

達・判断の力 

作文や面接を通じて、論理的に考

え、分かりやすく伝える公務員として

の適性が発揮できているかを評価す

る。 

③ルーブリック 

到達レベル 

４ ３ ２ １ 

①試験対応力 

制限時間や緊張下

でも、教養、作文、

面接において習得内

容を再現できている。 

基本的な対応はでき

ているが、解答や対

応にばらつきがあり、

再現性に課題があ

る。 

理解はあるが、時間

制限や緊張下で力を

十分に発揮できな

い。 

本番条件を想定した

対応が難しく、基礎か

らの見直しが必要。 

②解答・表現の完成度（評価されるアウトプット） 

問われている内容を

正確に捉え、評価者

に分かりやすく伝わる

解答・表現ができてい

る。 

内容はおおむね適切

だが、構成や表現に

改善の余地がある。 

伝えたい内容はある

が、整理不足や表現

の不十分さが目立

つ。 

解答・表現が評価基

準に達していない。 

③学習の自走性（主体的な改善） 

自身の課題を把握

し、改善に向けて主

体的に取り組めてい

る。 

教員の助言をもとに

改善に取り組めてい

る。 

課題は理解している

が、改善行動が十分

でない。 

指示がなければ改善

に取り組めない。 

④デジタル活用力（学習支援としての活用） 

生成 AIやデジタルツ

ールを目的に応じて

指示があれば活用で

きている。 

活用しているが、効

果が限定的である。 

学習に十分活用でき

ていない。 
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適切に使い、学習効

率を高めている。 

⑤公務員基礎実践力（試験後につながる力） 

情報を整理し、論理

的に分かりやすく伝え

る力が身についてい

る。 

基本的な整理・伝達

はできている。 

伝えようとする姿勢は

あるが、整理や論理

性に課題がある。 

公務員として求められ

る基礎的な実践力が

不足している。 

 

④評価方法 

・出欠 

・授業時の参加度（教員による観察） 

・成果物（作文添削結果、面接練習履歴等）の内容 

・テスト結果 

 

（７）コマシラバス  

①授業１：AI リテラシーと公務員試験 AI 対策‐８ 

授業の位置づけ 

AI を活用した公務員試験対策を目的として、生成 AI を活用し、試験直前期に必

要となる自治体等の最新の採用情報や試験傾向を整理する。 

さらに、自治体等へのエントリー向けた最終確認につなげる。 

教材該当項目「13．自治体等直前対策」 

到達目標 

１．試験直前期に必要な採用情報・試験内容を整理する視点を理解する。 

 ２．自治体等へのエントリーや面接を想定し、自己 PR や志望動機等を整理す 

る方法を理解する。 

３．生成 AI を活用して、自己 PR や志望動機等を客観的に見直す方法を理解 

する 

授業構成 

自治体等の最新の採用情報や試験傾向を整理し、エントリーや面接に向けて自

己 PR や志望動機等の最終調整を行う。 
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使用教材 

 AI リテラシーと公務員試験 AI 対策 

授業進行 

 指導者用授業ガイドに従って授業を進行する。 

評価観点 

 １．試験直前期に必要な採用情報を適切に判断・整理できているか 

 ２．自治体へのエントリーに向けて、自己 PR や志望動機等を整理できている 

   か 

 ３．生成 AI の役割を理解し、補助的なツールとして適切に活用しているか 

評価基準（授業単位での評価の参考） 

 授業の取り組み姿勢（質疑での発言、改善への取り組み）を基に評価する。 
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□授業進行 

 以下の指導者用ガイドに従って進行する 
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□使用教材（AI リテラシーと公務員試験 AI 対策） 
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②授業２：AI リテラシーと公務員試験 AI 対策‐９ 

  

授業の位置づけ 

AI を活用した公務員試験対策を目的として、自治体における生成 AI の活用事例

をもとに、行政分野での AI 活用状況と課題を整理する。さらに、これからの公

務員 DX 人材に求められる役割やスキルを確認する。 

教材該当項目「14．自治体における生成 AI 活用」 

到達目標 

１．自治体における生成 AI 活用の現状と主な取り組み内容を理解する 

 ２．自治体における生成 AI 導入の課題やリスクを理解する 

 ３．これからの公務員 DX 人材に求められる役割と能力を理解する 

授業構成 

 自治体における生成 AI の活用事例や導入時の課題を整理し、行政分野での AI

活用の可能性と注意点について自分の考えをまとめる。 

使用教材 

 AI リテラシーと公務員試験 AI 対策 

授業進行 

 指導者用授業ガイドに従って授業を進行する。 

評価観点 

 １．自治体における生成 AI 活用の全体像を具体的に説明できているか 

 ２．自分の考えを「住民サービス」「公平性」「説明責任」など行政の視点に 

立って表現できているか 

 ３．責任ある AI 活用の必要性を行政の立場から説明できているか 
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評価基準（授業単位での評価の参考） 

AI リテラシーと公務員試験 AI 対策の総まとめとして、次のいずれか一つのテ

ーマについてレポートを作成させ、「自治体における生成 AI 活用への理解」

と「課題やリスクを踏まえた考察の妥当性」の２つの観点から評価を行う。 

【レポート課題】 

 １．公務員として生成 AI をどのように活用できると考えますか、注意すべき 

   点を踏まえてあなたの考えを述べなさい 

２．生成 AI の活用が、市民サービスに与える影響について、利点と注意点を 

踏まえてあなたの考えを述べなさい 
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□授業進行 

 以下の指導者用ガイドに従って進行する 
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□使用教材（AI リテラシーと公務員試験 AI 対策） 
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③授業３：作文試験対策-１（国家公務員一般職試験過去問題を活用した演習） 

 

授業の位置づけ 

直前対策科目における作文試験対策では、生成 AI を活用し、作文添削の効率化

と作文力の育成を目的とする。 

本コマでは、国家公務員一般職試験の過去問題を基に作文を作成し、生成 AI に

よる作文添削を踏まえて改善点を把握し、表現力や構成力の向上を図る。 

なお、実施する過去問題の種別は、各校の状況に応じて調整する。 

到達目標 

１．生成 AI を活用し、作文の基本的な改善点を把握する方法を理解する 

２．生成 AI による添削結果を踏まえ、作文の表現や構成を見直す視点を理解 

  し、改善につなげられる 

３．教師が内容面に注力した指導を行うことで、作文全体の質を高める学習方 

  法を理解し、実践できる。 

事前準備 

国家公務員一般職試験の作文試験過去問題を把握する 

（「国家公務員一般職 作文試験過去問題確認方法」のとおり） 

授業構成 

 １．過去問題を基に作文を作成する 

２．作文を撮影・テキスト化し、生成 AI を活用して添削を行う 

   （「生成 AI を活用した作文試験対策」のとおり） 

使用教材 

 国家公務員一般職 作文試験過去問題（人事院公開資料） 

評価観点 

 １．基本的な作文ルールを理解し、適切に反映できているか 

 ２．前回の作文と比較して、表現や内容に改善が見られるか 

 ３．生成 AI の役割を理解し、補助的なツールとして適切に活用しているか 
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評価基準（授業単位での評価の参考） 

１．傾向分析で学習した基本的な作文ルールが適切に反映されているか 

２．前回の作文と比較して、内容および表現の両面で作文力の向上が見られる 

  か 
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□国家公務員一般職 作文試験過去問題確認方法 

 

１ 人事院公式サイト（試験問題例｜国家公務員試験採用情報 NAVI）にアクセス 

 

２ 試験種別を選択 

 

３ 過去問題をダウンロード 

 

 

https://www.jinji.go.jp/saiyo/siken/mondairei/mondairei_top.html
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□生成 AI を活用した作文試験対策 
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④授業４：作文試験対策-２（市役所等試験過去問題を活用した演習） 

 

 

授業の位置づけ 

直前対策科目における作文試験対策では、生成 AI を活用し、作文添削の効率化

と作文力の育成を目的とする。 

本コマでは、特別区Ⅲ類試験（市役所等）の過去問題を基に作文を作成し、生成

AI による作文添削を踏まえて改善点を把握し、表現力や構成力の向上を図る。 

なお、実施する過去問題の種別は、各校の状況に応じて調整する。 

到達目標 

１．生成 AI を活用し、作文の基本的な改善点を把握する方法を理解する 

２．生成 AI による添削結果を踏まえ、作文の表現や構成を見直す視点を理解 

  し、改善できる 

３．教師が内容面に注力した指導を行うことで、作文全体の質を高める学習方 

  法を理解し、実践できる 

事前準備 

特別区Ⅲ類試験の作文試験過去問題を把握する 

（「特別区Ⅲ類 作文試験過去問題確認方法」のとおり） 

授業構成 

 １．過去問題を基に作文を作成する 

２．作文を撮影・テキスト化し、生成 AI を活用して添削を行う 

   （「生成 AI を活用した作文試験対策」のとおり） 

使用教材 

 特別区Ⅲ類 作文試験過去問題（特別区公開資料） 

評価観点 

 １．基本的な作文ルールを理解し、適切に反映できているか 

 ２．前回の作文と比較して、表現や内容に改善が見られるか 

 ３．生成 AI の役割を理解し、補助的なツールとして適切に活用しているか 



33 

  

評価基準（授業単位での評価の参考） 

１．傾向分析で学習した基本的な作文ルールが適切に反映されているか 

２．前回の作文と比較して、内容および表現の両面で作文力の向上が見られる 

  か 
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□特別区Ⅲ類 作文試験過去問題確認方法 

 

１ 特別区公式サイト（試験問題及び正答の公表｜特別区人事・厚生事務組合）に

アクセスし、年度を選択 

 

２ 試験種別を選択 

 

３ 過去問題をダウンロード 

https://www.union.tokyo23city.lg.jp/jinji/jinjiiinkaitop/shiryo/shikemmondai/index.html


35 

 

□生成 AI を活用した作文試験対策 
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⑤授業５：作文試験対策‐３（公安職試験過去問題を活用した演習） 

 

 

授業の位置づけ 

直前対策科目における作文試験対策では、生成 AI を活用し、作文添削の効率化

と作文力の育成を目的とする。 

本コマでは、東京消防庁消防官Ⅲ類（公安職）試験の過去問題を基に作文を作成

し、生成 AI による作文添削を踏まえて改善点を把握し、表現力や構成力の向上

を図る。 

なお、実施する過去問題の種別は、各校の状況に応じて調整する。 

到達目標 

１．生成 AI を活用し、作文の基本的な改善点を把握する方法を理解する 

２．生成 AI による添削結果を踏まえ、作文の表現や構成を見直す視点を理解 

  し、改善できる 

３．教師が内容面に注力した指導を行うことで、作文全体の質を高める学習方 

  法を理解し、実践できる 

事前準備 

東京消防庁消防官Ⅲ類試験の作文試験過去問題を把握する 

（「東京消防庁消防官Ⅲ類 作文試験過去問題確認方法」のとおり） 

授業構成 

 １．過去問題を基に作文を作成する 

２．作文を撮影・テキスト化し、生成 AI を活用して添削を行う 

   （「生成 AI を活用した作文試験対策」のとおり） 

使用教材 

 東京消防庁消防官Ⅲ類 作文試験過去問題（東京消防庁公開資料） 

評価観点 

 １．基本的な作文ルールを理解し、適切に反映できているか 

 ２．前回の作文と比較して、表現や内容に改善が見られるか 

 ３．生成 AI の役割を理解し、補助的なツールとして適切に活用しているか 
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評価基準（授業単位での評価の参考） 

１．傾向分析で学習した基本的な作文ルールが適切に反映されているか 

２．前回の作文と比較して、内容および表現の両面で作文力の向上が見られる 

  か 
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□東京消防庁消防官Ⅲ類 作文試験過去問題確認方法 

 

１ 東京消防庁公式サイト（過去の試験問題ダウンロード｜採用情報｜東京消防庁

採用情報サイト）にアクセスし、年度を選択 

 

２ 試験種別から過去問題をダウンロード 

 

  

https://tfd-saiyo.jp/recruiting/exam/
https://tfd-saiyo.jp/recruiting/exam/
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□生成 AI を活用した作文試験対策 



42 
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⑥授業６：一般教養試験対策‐１（国家公務員一般職試験過去問題を活用した演 

習） 

授業の位置づけ 

一般教養試験対策では、公務員試験の公開過去問題と既存のデジタル学習ツール

を活用し、一般教養の基礎力を強化する。 

本コマでは、国家公務員一般職の過去問題演習を中心に、生成 AI を用いた解説

作成と類似問題作成を通して、理解の深化と学習効率の向上を図る。 

なお、実施する過去問題の種別は、各校の状況に応じて調整する。 

到達目標 

１．一般教養試験対策を効率的に進めるための学習方法を理解し、実践できる 

２．公開されている過去問題を活用し、生成 AI を用いた解説作成および類似 

問題の作問方法を理解し、活用できる 

事前準備 

１．国家公務員一般職試験の過去問題をダウンロードする 

（「国家公務員一般職 一般教養試験過去問題取得方法」のとおり） 

２．生成 AI を活用した問題解説の手順を確認する 

   （「生成 AI を活用した解説作成方法」のとおり） 

授業構成 

１．国家公務員一般職試験の過去問題演習 

２．生成 AI を活用して問題解説を作成する演習 

   （「生成 AI を活用した解説作成方法」のとおり） 

３．生成 AI を活用して類似問題を作問する演習 

   （「生成 AI を活用した類似問題作問方法」のとおり） 

使用教材 

 国家公務員一般職試験 一般教養試験過去問題（人事院公開資料） 

評価観点 

 １．一般教養試験の出題内容を正しく理解しているか 

 ２．生成 AI を活用した解説作成および類似問題の作問要領を理解しているか 

 ３．生成 AI の役割を理解し、補助的なツールとして適切に活用しているか 
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評価基準（授業単位での評価の参考） 

 一般教養試験の得点だけでなく、生成 AI の活用状況やプロンプトの工夫内容 

などを含め、総合的に評価する。 

その他 

 過去問題のうち、文章理解問題は著作権の関係上、掲載されていない場合が 

多いため、学校の判断により柔軟に対応する。 
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□国家公務員一般職 一般教養試験過去問題取得方法 

 

１ 人事院公式サイト（試験問題例｜国家公務員試験採用情報 NAVI）にアクセス 

 

２ 試験種別を選択 

 

３ 過去問題をダウンロード 

 

 

https://www.jinji.go.jp/saiyo/siken/mondairei/mondairei_top.html
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□生成 AI を活用した解説作成方法 

 

１ 該当問題を撮影（国家公務員一般職過去問題より抜粋） 

 

２ 生成 AI にプロンプト等を入力 

  例：貴方は公務員専門学校の教員です。 

    この数的推理の問題を学生に分かりやすく解説してください。 

    正答番号は１です。 

   ※正答番号を伝えることで、ハルシネーション抑制につながる。 
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３ 生成 AI が解説を作成 

 

～以降、解説文のため省略～ 
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□生成 AI を活用した類似問題作問方法 

 

１ 該当問題を撮影（国家公務員一般職過去問題より抜粋） 

 

２ 生成 AI にプロンプト等を入力 

  例：この問題の数字だけを変えた類似問題を作問してください。 
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３ 生成 AI が類似問題を作問 
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⑦授業７：一般教養試験対策-２（市役所等試験過去問題を活用した演習） 

  

授業の位置づけ 

一般教養試験対策では、公務員試験の公開過去問題と既存のデジタル学習ツール

を活用し、一般教養の基礎力を強化する。 

本コマでは、特別区Ⅲ類（市役所等）試験の過去問題演習を中心に、生成 AI を

用いた解説作成と類似問題作成を通して、理解の深化と学習効率の向上を図る。 

なお、実施する過去問題の種別は、各校の状況に応じて調整する。 

到達目標 

１．一般教養試験対策を効率的に進めるための学習方法を理解し、実践できる 

２．公開されている過去問題を活用し、生成 AI を用いた解説作成および類似 

問題の作問方法を理解し、活用できる 

事前準備 

１．特別区Ⅲ類試験の過去問題をダウンロードする 

（「特別区Ⅲ類 一般教養試験過去問題取得方法」のとおり） 

２．生成 AI を活用した問題解説の手順を確認する 

   （「生成 AI を活用した解説作成方法」のとおり） 

授業構成 

１．特別区Ⅲ類試験の過去問題演習 

２．生成 AI を活用して問題解説を作成する演習 

   （「生成 AI を活用した解説作成方法」のとおり） 

３．生成 AI を活用して類似問題を作問する演習 

   （「生成 AI を活用した類似問題作問方法」のとおり） 

使用教材 

 特別区Ⅲ類試験 一般教養試験過去問題（特別区公開資料） 
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評価観点 

 １．一般教養試験の出題内容を正しく理解しているか 

 ２．生成 AI を活用した解説作成および類似問題の作問要領を理解しているか 

 ３．生成 AI の役割を理解し、補助的なツールとして適切に活用しているか 

評価基準（授業単位での評価の参考） 

 一般教養試験の得点だけでなく、生成 AI の活用状況やプロンプトの工夫内容 

などを含め総合的に評価する。 

その他 

 過去問題のうち、文章理解問題は著作権の関係上、掲載されていない場合が 

多いため、学校の判断により柔軟に対応する。 
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□特別区Ⅲ類 一般教養試験過去問題取得方法 

 

１ 特別区公式サイト（試験問題及び正答の公表｜特別区人事・厚生事務組合）に

アクセスし、年度を選択 

 

２ 試験種別を選択 

 

  

https://www.union.tokyo23city.lg.jp/jinji/jinjiiinkaitop/shiryo/shikemmondai/index.html
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３ 過去問題をダウンロード 
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□生成 AI を活用した解説作成方法 

 

１ 該当問題を撮影（特別区Ⅲ類過去問題より抜粋） 

 

２ 生成 AI にプロンプト等を入力 

  例：貴方は公務員専門学校の教員です。 

    この数的推理の問題を学生に分かりやすく解説してください。 

    正答番号は５です。 

※正答番号を伝えることで、ハルシネーション抑制につながる。 
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３ 生成 AI が解説を作成 

 

～以降、解説文のため省略～ 
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□生成 AI を活用した類似問題作問方法 

 

１ 該当問題を撮影（特別区Ⅲ類過去問題より抜粋） 

 

２ 生成 AI にプロンプト等を入力 

  例：この問題の数字だけを変えた類似問題を図形式で作問してください。 
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３ 生成 AI が類似問題を図形式で作問 
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⑧授業８：一般教養試験対策-３（公安職試験過去問題を活用した演習） 

  

授業の位置づけ 

一般教養試験対策では、公務員試験の公開過去問題と既存のデジタル学習ツール

を活用し、一般教養の基礎力を強化する。 

本コマでは、東京消防庁消防官Ⅲ類（公安職）試験の過去問題演習を中心に、生

成 AI を用いた解説作成と類似問題作成を通して、理解の深化と学習効率の向上

を図る。 

なお、実施する過去問題の種別は、各校の状況に応じて調整する。 

到達目標 

１．一般教養試験対策を効率的に進めるための学習方法を理解し、実践できる 

２．公開されている過去問題を活用し、生成 AI を用いた解説作成および類似 

問題の作問方法を理解し、活用できる 

事前準備 

１．東京消防庁消防官Ⅲ類試験の過去問題をダウンロードする 

（「東京消防庁消防官Ⅲ類 一般教養試験過去問題取得方法」のとおり） 

２．生成 AI を活用した問題解説の手順を確認する 

   （「生成 AI を活用した解説作成方法」のとおり） 

授業構成 

１．東京消防庁消防官Ⅲ類試験の過去問題演習 

２．生成 AI を活用して問題解説を作成する演習 

   （「生成 AI を活用した解説作成方法」のとおり） 

３．生成 AI を活用して類似問題を作問する演習 

   （「生成 AI を活用した類似問題作問方法」のとおり） 

使用教材 

 東京消防庁消防官Ⅲ類試験 一般教養試験過去問題（東京消防庁公開資料） 
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評価観点 

 １．一般教養試験の出題内容を正しく理解しているか 

 ２．生成 AI を活用した解説作成および類似問題の作問要領を理解しているか 

 ３．生成 AI の役割を理解し、補助的なツールとして適切に活用しているか 

評価基準（授業単位での評価の参考） 

 一般教養試験の得点だけでなく、生成 AI の活用状況やプロンプトの工夫内容 

などを含め、総合的に評価する。 

その他 

 過去問題のうち、文章理解問題は著作権の関係上、掲載されていない場合が 

多いため、学校の判断により柔軟に対応する。 
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□東京消防庁消防官Ⅲ類 一般教養試験過去問題取得方法 

 

１ 東京消防庁公式サイト（過去の試験問題ダウンロード｜採用情報｜東京消防庁

採用情報サイト）にアクセスし、年度を選択 

 

２ 試験種別から過去問題をダウンロード 

 

  

https://tfd-saiyo.jp/recruiting/exam/
https://tfd-saiyo.jp/recruiting/exam/
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□生成 AI を活用した解説作成方法 

 

１ 該当問題を撮影（東京消防庁消防官Ⅲ類過去問題より抜粋） 

 

２ 生成 AI にプロンプト等を入力 

  例：貴方は公務員専門学校の教員です。 

    この生物の問題を学生に分かりやすく解説してください。 

    正答番号は２です。 

※正答番号を伝えることで、ハルシネーション抑制につながる。 
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３ 生成 AI が解説を作成 

 

～以下、解説文のため省略～ 
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□生成 AI を活用した類似問題作問方法 

 

１ 該当問題を撮影（東京消防庁消防官Ⅲ類過去問題より抜粋） 

 

２ 生成 AI にプロンプト等を入力 

  例：この問題の類似問題を解説付きで作問してください。 
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３ 生成 AI が類似問題を解説付きで作問 

 

～以下、解説文のため省略～ 
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授業９：一般教養試験対策-４（デジタル学習ツールを活用した演習①） 

 

 

授業の位置づけ 

一般教養試験対策では、公務員試験の公開過去問題と既存のデジタル学習ツール

を活用し、一般教養の基礎力を強化する。 

本コマでは、デジタル学習ツールを用いた問題演習を通して、デジタルリテラシ

ーを高めるとともに、一般教養試験対策の効率化を図る。 

さらに、生成 AI を活用した類似問題の作問を取り入れ、学習内容の定着と応用

力の向上を目指す。 

なお、学習には Google フォーム等、問題を配信可能な既存ツールを活用するこ

とを想定するが、本資料では、株式会社ウイネットのデジタル学習ツール

「Com トレ」を活用した事例を紹介する。 

到達目標 

１．一般教養試験対策を効率的に進めるための学習方法を理解し、実践できる 

２．デジタル学習ツールの活用を通じて、デジタルリテラシーの強化を図る 

３．生成 AI を用いた類似問題の作問方法を理解し、実践できる 

授業構成 

１．デジタル学習ツールを活用した一般教養試験の問題演習 

２．生成 AI を活用して類似問題を作問する演習 

   （「生成 AI を活用した類似問題作問方法」のとおり） 

使用教材 

巻末「Com トレ サンプル」のとおり 

評価観点 

 １．一般教養試験の出題内容を正しく理解しているか 

 ２．生成 AI を活用した類似問題の作問要領を理解しているか 

 ３．生成 AI の役割を理解し、補助的なツールとして適切に活用しているか 

評価基準（授業単位での評価の参考） 

デジタル学習ツールの活用状況および生成 AI の活用度合い、プロンプト工夫 

の内容などを含め、総合的に評価する。 
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□生成 AI を活用した類似問題作問方法 

 

１ 該当問題を撮影（Com トレより抜粋） 

 

２ 生成 AI にプロンプト等を入力 

  例：この問題の類似問題を解説付きで作問してください。 
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３ 生成 AI が類似問題を解説付きで作問 

 

～以降、解説文のため省略～ 
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⑩授業 10：一般教養試験対策-５（デジタル学習ツールを活用した演習②） 

 

 

授業の位置づけ 

一般教養試験対策では、公務員試験の公開過去問題と既存のデジタル学習ツール

を活用し、一般教養の基礎力を強化する。 

本コマでは、デジタル学習ツールを用いた問題演習を通して、デジタルリテラシ

ーを高めるとともに、一般教養試験対策の効率化を図る。 

さらに、生成 AI を活用した類似問題の作問を取り入れ、学習内容の定着と応用

力の向上を目指す。 

なお、学習には Google フォーム等、問題を配信可能な既存ツールを活用するこ

とを想定するが、本資料では、株式会社ウイネットのデジタル学習ツール

「Com トレ」を活用した事例を紹介する。 

到達目標 

１．一般教養試験対策を効率的に進めるための学習方法を理解し、実践できる 

２．デジタル学習ツールの活用を通じて、デジタルリテラシーの強化を図る 

３．生成 AI を用いた類似問題の作問方法を理解し、実践できる 

授業構成 

１．デジタル学習ツールを活用した一般教養試験の問題演習 

２．生成 AI を活用して類似問題を作問する演習 

   （「生成 AI を活用した類似問題作問方法」のとおり） 

使用教材 

巻末「Com トレ サンプル」のとおり 

評価観点 

 １．一般教養試験の出題内容を正しく理解しているか 

 ２．生成 AI を活用した類似問題の作問要領を理解しているか 

 ３．生成 AI の役割を理解し、補助的なツールとして適切に活用しているか 

評価基準（授業単位での評価の参考） 

デジタル学習ツールの活用状況および生成 AI の活用度合い、プロンプト工夫 

の内容などを含め、総合的に評価する。 
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□生成 AI を活用した類似問題作問方法 

 

１ 該当問題を撮影（Com トレより抜粋） 

 

２ 生成 AI にプロンプト等を入力 

  例：この問題の類似問題を解説付きで作問してください。 

  



71 

 

３ 生成 AI が類似問題を解説付きで作問 

 

～以降、解説文のため省略～ 
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⑪授業 11：一般教養試験対策-６（デジタル学習ツールを活用した演習③） 

 

 

授業の位置づけ 

一般教養試験対策では、公務員試験の公開過去問題と既存のデジタル学習ツール

を活用し、一般教養の基礎力を強化する。 

本コマでは、デジタル学習ツールを用いた問題演習を通して、デジタルリテラシ

ーを高めるとともに、一般教養試験対策の効率化を図る。 

さらに、生成 AI を活用した類似問題の作問を取り入れ、学習内容の定着と応用

力の向上を目指す。 

なお、学習には Google フォーム等、問題を配信可能な既存ツールを活用するこ

とを想定するが、本資料では、株式会社ウイネットのデジタル学習ツール

「Com トレ」を活用した事例を紹介する。 

到達目標 

１．一般教養試験対策を効率的に進めるための学習方法を理解し、実践できる 

２．デジタル学習ツールの活用を通じて、デジタルリテラシーの強化を図る 

３．生成 AI を用いた類似問題の作問方法を理解し、実践できる 

授業構成 

１．デジタル学習ツールを活用した一般教養試験の問題演習 

２．生成 AI を活用して類似問題を作問する演習 

   （「生成 AI を活用した類似問題作問方法」のとおり） 

使用教材 

巻末「Com トレ サンプル」のとおり 

評価観点 

 １．一般教養試験の出題内容を正しく理解しているか 

 ２．生成 AI を活用した類似問題の作問要領を理解しているか 

 ３．生成 AI の役割を理解し、補助的なツールとして適切に活用しているか 

評価基準（授業単位での評価の参考） 

デジタル学習ツールの活用状況および生成 AI の活用度合い、プロンプト工夫 

の内容などを含め、総合的に評価する。 
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□生成 AI を活用した類似問題作問方法 

 

１ 該当問題を撮影（Com トレより抜粋） 

 

２ 生成 AI にプロンプト等を入力 

  例：この問題の類似問題を解説付きで作問してください。 
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３ 生成 AI が類似問題を解説付きで作問 

 

～以降、解説文のため省略～ 
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⑫授業 12：一般教養試験対策-７（デジタル学習ツールを活用した演習④） 

 

 

授業の位置づけ 

一般教養試験対策では、公務員試験の公開過去問題と既存のデジタル学習ツール

を活用し、一般教養の基礎力を強化する。 

本コマでは、デジタル学習ツールを用いた問題演習を通して、デジタルリテラシ

ーを高めるとともに、一般教養試験対策の効率化を図る。 

さらに、生成 AI を活用した類似問題の作問を取り入れ、学習内容の定着と応用

力の向上を目指す。 

なお、学習には Google フォーム等、問題を配信可能な既存ツールを活用するこ

とを想定するが、本資料では、株式会社ウイネットのデジタル学習ツール

「Com トレ」を活用した事例を紹介する。 

到達目標 

１．一般教養試験対策を効率的に進めるための学習方法を理解し、実践できる 

２．デジタル学習ツールの活用を通じて、デジタルリテラシーの強化を図る 

３．生成 AI を用いた類似問題の作問方法を理解し、実践できる 

授業構成 

１．デジタル学習ツールを活用した一般教養試験の問題演習 

２．生成 AI を活用して類似問題を作問する演習 

   （「生成 AI を活用した類似問題作問方法」のとおり） 

使用教材 

巻末「Com トレ サンプル」のとおり 

評価観点 

 １．一般教養試験の出題内容を正しく理解しているか 

 ２．生成 AI を活用した類似問題の作問要領を理解しているか 

 ３．生成 AI の役割を理解し、補助的なツールとして適切に活用しているか 

評価基準（授業単位での評価の参考） 

デジタル学習ツールの活用状況および生成 AI の活用度合い、プロンプト工夫 

の内容などを含め、総合的に評価する。 
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□生成 AI を活用した類似問題作問方法 

 

１ 該当問題を撮影（Com トレより抜粋） 

 

２ 生成 AI にプロンプト等を入力 

  例：この問題の類似問題を解説付きで作問してください。 
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３ 生成 AI が類似問題を解説付きで作問 

 

～以下、解説文のため省略～ 
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⑬授業 13：面接試験対策-１（伝わる話し方と一分間トレーニング） 

 

 

  

授業の位置づけ 

面接試験対策として、限られた時間の中で自分の考えや志望動機を分かりやすく

伝えるための話し方を身に付けるトレーニングを実施する。 

到達目標 

限られた時間の中で、自分の考えや志望動機を構造的に整理し、分かりやすく

伝える方法を理解する。 

授業構成 

 １．基本的な面接テクニックを学習し、自分の志望動機等の回答内容の改善点 

   を整理する 

 ２．質問への対応力を高めるため、時事問題等を用いて、回答内容を頭の中で 

構造化するトレーニングを行う 

使用教材 

伝わる話し方と一分間トレーニング 

評価観点 

 １．自分の回答内容の改善点を把握できているか 

 ２．三段構造を意識した話し方ができているか 

評価基準（授業単位での評価の参考） 

授業への取り組みを基に、「改善点を把握し修正できているか」および「三段 

構造を用いて話せているか」を総合的に評価する。 
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□使用教材（伝わる話し方と一分間トレーニング） 
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⑭授業 14：面接試験対策-２（生成 AI を活用した面接試験対策①） 

 

  

授業の位置づけ 

面接試験対策として、生成 AI を活用した反復的な面接練習を通じて、学生の受

け答え能力と面接対応力の向上を図る。 

到達目標 

反復練習を通じて、面接における受け答えの流れや構成を理解し、状況に応じ

て適切に対応できる。 

授業構成 

 生成 AI を活用した面接練習を行う。 

 （「生成 AI 面接練習要領」のとおり） 

使用教材 

生成 AI を活用した面接試験対策 

評価観点 

 １．面接練習における回答内容の構成や表現に改善がみられるか 

 ２．生成 AI を活用した面接練習に継続的に取り組んでいるか 

評価基準（授業単位での評価の参考） 

提出された面接練習および自己評価を基に、評価観点から総合的に評価を行 

う。 

なお、有料版を使用する場合は、同一チャット内の履歴を参考に、練習状況を 

把握することができる。 
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□生成 AI 面接練習要領 

 

１ プロンプト等の入力 

 (1) 生成 AI 面接プロンプトを入力 

 (2) エントリーシートを添付（省略可能） 

 

２ ボイスモードの起動 

  ボイスモードを起動し、「面接練習をお願いします」と発言することで、面接 

練習を開始する。 

 

３ 面接履歴の確認 

  ボイスモードで発言した内容は、テキストデータとしても反映されるため、画 

面上で発言内容等を確認する。 

 

４ 面接履歴の提出 

  面接履歴を Word 等に貼り付け、自己評価を加えたうえで提出させる。 

  別添「生成 AI 面接履歴」を参照 

 

５ 生成 AI 面接練習の注意点 

  生成 AI の評価は総じて甘い傾向にある。特に、内容面まで踏み込んだ場合、学 

生がその評価をそのまま受け止めてしまう恐れがある。 

そのため、生成 AI 面接では、内容に踏み込んだ評価は行わないものとする。  

なお、内容面に焦点を当てた場合の生成 AI の評価例は次のとおり。 
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□使用教材（生成 AI を活用した面接試験対策） 
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□生成 AI 面接履歴 
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⑮授業 15：面接試験対策-３（生成 AI を活用した面接試験対策②） 

 

  

授業の位置づけ 

面接試験対策として、生成 AI を活用した反復的な面接練習を通じて、学生の受

け答え能力と面接対応力の向上を図る。 

到達目標 

反復練習を通じて、面接における受け答えの流れや構成を理解し、状況に応じ

て適切に対応できる。 

授業構成 

生成 AI を活用した面接練習を行う。 

（「生成 AI 面接練習要領」のとおり） 

使用教材 

生成 AI を活用した面接試験対策 

評価観点 

 １．面接練習における回答内容の構成や表現に改善がみられるか 

２．生成 AI を活用した面接練習に継続的に取り組んでいるか 

評価基準（授業単位での評価の参考） 

提出された面接練習および自己評価を基に、評価観点から総合的に評価を行 

う。 

なお、有料版を使用する場合は、同一チャット内の履歴を参考に、練習状況を 

把握することができる。 
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□生成 AI 面接練習要領 

 

１ プロンプト等の入力 

 (1) 生成 AI 面接プロンプトを入力 

 (2) エントリーシートを添付（省略可能） 

 

２ ボイスモードの起動 

  ボイスモードを起動し、「面接練習をお願いします」と発言することで、面接 

練習を開始する。 

 

３ 面接履歴の確認 

  ボイスモードで発言した内容は、テキストデータとしても反映されるため、画 

面上で発言内容等を確認する。 

 

４ 面接履歴の提出 

  面接履歴を Word 等に貼り付け、自己評価を加えたうえで提出させる。 

  別添「生成 AI 面接履歴」を参照 

 

５ 生成 AI 面接練習の注意点 

  生成 AI の評価は総じて甘い傾向にある。特に、内容面まで踏み込んだ場合、学 

生がその評価をそのまま受け止めてしまう恐れがある。 

そのため、生成 AI 面接では、内容に踏み込んだ評価は行わないものとする。  

なお、内容面に焦点を当てた場合の生成 AI の評価例は次のとおり。 
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□使用教材（生成 AI を活用した面接試験対策） 
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□生成 AI 面接履歴 
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５．生成 AI を組み込む教育的意図と運用ルール 

（１）直前対策科目における生成 AI 活用の基本方針 

直前対策科目における生成 AI 活用の基本方針は、傾向分析科目で身につけた読解

力、作文力等を試験で発揮するために学生が自走する補助ツールと位置づけ、学習

の効率化を図るために使用する。 

 

（２）直前対策科目における AI 活用ルール 

・生成 AI に最終解答・模範解答を作らせない 

・AI の出力をそのまま提出・発話しない 

・作文・面接回答は必ず自分の言葉で最終調整する 

・AI 使用後は、AI なしでも再現できるかを確認する 

・教員の添削・指導を前提とした補助ツールとして扱う 

 

（３）直前対策科目におけるルールの意図 

直前対策科目では、「使い過ぎ」によって再現性が低下することが最大のリスクと

なる。 

生成 AI は整理・練習には有効だが、最終的な判断や表現を委ねてしまうと、試験本

番で力を発揮できない。 

そのため、本科目では AI を使って練習し、AI なしで解ける・話せる状態を完成さ

せることを到達点とする。 
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６．委員名簿 

実施委員 

 

 

 

氏名 所属・職名 役割等 

１ 浦山 哲郎 学校法人浦山学園 理事長 
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４ 佐竹 新市 学校法人龍馬学園 理事長 

５ 中島 慎太郎 学校法人有坂中央学園 理事長 

６ 大平 康喜 学校法人穴吹学園 専務理事 

７ 宮岡 良次 学校法人三友学園 理事・事務局長 

８ 坪内 浩一 学校法人坪内学園 理事長 

９ 中谷 浩美 学校法人 YIC学院 専務理事 

10 廣瀬 智範 富山県 
経営管理部 人事企画室 

人材戦略課長 

11 森田 貴之 射水市 企画管理部 次長 

12 岩本 健嗣 公立大学法人富山県立大学 
情報工学部 

情報システム工学科 教授 

13 吉川 智 一般社団法人富山情報産業協会 専務理事 

14 小村 亮 一般社団法人生成 AI活用普及協会 事務局次長 
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事業推進委員 

 

 

  

氏名 所属・職名 役割等 

１ 浦城 尚武 富山情報ビジネス専門学校 校長 

２ 石田 哲也 富山情報ビジネス専門学校 学事部/企画推進部 次長 

３ 清水 大樹 富山情報ビジネス専門学校 教務部 

４ 三宅 可倫 富山情報ビジネス専門学校 教務部 

５ 宮田 和樹 群馬法科ビジネス専門学校 副校長 
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８ 武下 浩史 専門学校岡山情報ビジネス学院 公務員/公務員速修学科 

学科長 

９ 石飛 美香 専門学校坪内ビジネスカレッジ 副校長 

10 橋口 浩太 YIC公務員専門学校 教務課係長 

11 中瀬 幸子 Avintonジャパン株式会社 代表取締役 

12 島田 勝彰 合同会社ハピオブ 代表社員 

13 中本 亮 富山県 知事政策局参事・デジタル化
推進室情報システム課長 
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□巻末資料「Com トレ サンプル」 
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